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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
ど
の
よ
う
な
初
春

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
？ 

　
昨
年
も
多
く
の
変
動
が
日
本
列
島
全
体
に
、

地
域
に
と
吹
き
荒
れ
た
年
で
し
た
。「
平
成

の
大
合
併
」
で
、
平
成
１７
年
１１
月
３
日
、

大
野
町
、
宮
島
町
と
合
併
し
た
新
生
・
廿

日
市
市
は
、
安
芸
の
宮
島
・
厳
島
神
社
を

有
す
る
「
世
界
文
化
遺
産
都
市
」
と
な
り

ま
し
た
。
当
院
は
こ
の
地
に
あ
っ
て
、
従

来
よ
り
高
度
専
門
医
療
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
域
医
療
連
携
や
救
急
医
療
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
、
広
島
県
西

部
の
広
域
を
視
野
に
入
れ
た
中
核
病
院
と

し
て
、
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
本
年
の
当
院
の
主
要
事
業
と
し
て
は
、

ま
ず
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
平
成
１８
年
度
中
の
稼
動
に
向
け
て

鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
稼
動
当
初

に
お
い
て
は
、
患
者
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
す
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

ご
容
赦
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
に
は
日
本
医
療
機
能
評
価

機
構
の
再
受
審
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
再
受
審
で
病
院
の
役
割
、
診
療
の
質
、

患
者
さ
ま
の
権
利
と
安
全
等
の
客
観
的
評

価
を
行
う
こ
と
は
、
病
院
改
善
・
職
員
の

意
識
向
上
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
す
。
電

子
カ
ル
テ
の
導
入
と
合
わ
せ
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
・

ア
ッ
プ
し
た
病
院
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
、
国
の
進
め
る
聖
域
無
き

構
造
改
革
の
下
で
、
政
府
・
与
党
医
療
改

革
協
議
会
は
「
医
療
制
度
改
革
大
綱
」
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
公
的
保
険
給
付
の

内
容
・
範
囲
の
見
直
し
で
は
、
高
齢
者
の

患
者
負
担
増
、
療
養
病
床
の
食
費
・
居
住

費
の
自
己
負
担
化
、
高
額
療
養
費
及
び
人

工
透
析
患
者
の
自
己
負
担
限
度
額
の
引
き

上
げ
等
、
医
療
費
の
国
民
負
担
の
増
加
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
一
方
、
診
療
報
酬

に
つ
い
て
は
、
保
険
財
政
の
状
況
等
を
踏

ま
え
、
引
き
下
げ
の
方
向
性
が
確
定
し
て

い
ま
す
。
病
院
は
医
師
や
看
護
師
の
欠
員

に
苦
悩
し
、
医
療
従
事
者
は
過
重
の
労
働

に
喘
い
で
い
る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
り
、

医
療
安
全
は
も
と
よ
り
医
療
の
質
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

よ
う
な
医
療
情
勢
の
中
、
地
域
全
体
で
安
心
・

安
全
・
効
率
的
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く

地
域
完
結
型
の
医
療
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
に
も
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
が
、

病
気
の
時
は
ま
ず
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

受
診
さ
れ
、
専
門
的
な
医
療
が
必
要
と
「
か

か
り
つ
け
医
」
の
先
生
が
判
断
な
さ
っ
た

場
合
は
病
院
に
ご
紹
介
頂
き
、
病
院
で
治

療
を
受
け
て
軽
快
さ
れ
れ
ば
、
ま
た
「
か

か
り
つ
け
医
」
で
加
療
を
、
と
い
っ
た
医

療
機
関
の
役
割
分
担
の
必
要
性
を
是
非
ご

理
解
し
て
頂
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

　
本
年
が
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

Ｊ
Ａ
広
島
総
合
病
院
 

　
　
病
院
長
　
角
　
重
信
 

年
頭
に
あ
た
り

撮
影
・
正
畠
忠
貴
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診
療
科
紹
介

整

形外

科

主
任
部
長 

　
藤
本 

吉
範 

部
　
長 

　
金
沢 

敏
勝 

部
　
長 

　
大
田 

政
史 

部
　
長 

　
重
光 

陽
一
郎 

部
　
長 

　
奥
田 

晃
章 

　
整
形
外
科
と
は
、
骨
、
関
節
、
筋
肉
、
神

経
な
ど
運
動
器
に
対
す
る
治
療
を
行
う
科
で

す
。
具
体
的
に
は
脊
椎
、
手
、
足
、
膝
、
肘
、

肩
、
股
関
節
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
骨
軟
部
腫

瘍
な
ど
の
病
気
や
怪
我
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
当
科
が
最
も
得
意
と
し
て
い

る
の
は
、
脊
椎
、
脊
髄
疾
患
で
あ
り
、
昨
年

１
年
間
で
３７２
件
の
手
術
を
行
い
ま
し
た
。
内

訳
は
頚
椎
疾
患
７５
件
、
腰
椎
疾
患
が
２２１
件
（
腰

部
脊
柱
管
狭
窄
症
１３４
件
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

８０
件
）、
脊
椎
脊
髄
腫
瘍
８
件
、
経
皮
的
椎

体
形
成
術
６６
件
な
ど
で
す
。 

　
手
術
は
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
て
良
好
な

視
野
と
操
作
性
を
確
保
し
た
上
で
行
っ
て
い

ま
す
。
経
皮
的
椎
体
形
成
術
と
は
、
高
齢
者

で
脊
椎
圧
迫
骨
折
後
に
骨
折
部
が
癒
合
せ
ず

強
い
腰
痛
を
伴
っ
て
い
る
場
合
に
適
応
と
な

り
、
骨
折
部
に
注
射
器
で
骨
セ
メ
ン
ト
を
注

入
す
る
こ
と
に
よ
り
即
時
に
良
好
な
除
痛
効

果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
手
術
法
で
す
。
県
内

で
は
他
に
広
島
大
学
病
院
と
中
国
労
災
病
院

な
ど
限
ら
れ
た
施
設
で
し
か
行
な
わ
れ
て
い

な
い
先
進
的
な
治
療
法
で
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
他
、
膝
、
股
関
節
の
治
療
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
昨
年
１
年
間
に
人
工
膝
関
節

４０
件
、
人
工
股
関
節
１４
件
、
膝
関
節
鏡
手
術

５７
件
（
う
ち
靭
帯
再
建
術
１９
件
）
行
い
ま
し

た
。
ま
た
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
対
し
て
は
２
０

０
４
〜
２
０
０
５
年
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
承

認
さ
れ
た
生
物
製
剤
（
レ
ミ
ケ
ー
ド
、
エ
ン

ブ
レ
ル
）、
免
疫
抑
制
剤
（
プ
ロ
グ
ラ
フ
）

な
ど
の
新
薬
を
用
い
た
最
新
の
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
昨
年
の
総
手
術
件
数
は
９８５
件
で
あ
り
、
５

名
の
ス
タ
ッ
フ
で
日
夜
診
療
に
勤
し
ん
で
お

り
ま
す
が
、
常
に
手
術
予
定
が
立
て
込
ん
で

い
る
た
め
に
緊
急
性
を
要
す
る
外
傷
は
対
応

が
困
難
な
こ
と
が
あ
り
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
場
を

借
り
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

　
ス
タ
ッ
フ
は
平
均
年
齢
が
４４
歳
と
少
々
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
に
欠
け
ま
す
が
、
今
後
も
診
療

や
研
究
に
励
み
、
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ゆ
き
ま
す
の
で
、
ご

支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

2005年の手術件数 2005年の手術件数 
頚椎疾患 
腰椎疾患 
腰部脊柱管狭窄症 
椎間板ヘルニア 

脊椎脊髄腫瘍 
経皮的椎体形成術 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 75件 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 221件 

・・・ 134件 
・・・・・・・ 80件 

・・・・・・・・・・・・・・・ 8件 
・・・・・・・・・ 66件 
など 985件 

カンファレンス風景
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検
査
室
だ
よ
り

体
成
分
分
析

　
生
活
レ
ベ
ル
が
高
く
な
り
、
生
活
の
質

に
対
す
る
関
心
と
共
に
肥
満
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
肥

満
を
単
純
な
体
重
増
加
と
見
な
し
、
体
重

だ
け
を
減
ら
せ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
が

一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
肥
満

を
単
純
な
体
重
過
多
で
は
な
く
、
一
つ
の

病
気
と
し
て
み
る
考
え
方
が
広
ま
っ
て
い

ま
す
。
正
し
い
肥
満
管
理
は
見
た
目
だ
け

を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
体
成
分
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
人
体
は
水
分
、
タ
ン
パ
ク
質
、

脂
肪
、
ミ
ネ
ラ
ル
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
４
つ
の
要
素
は
体
を
構
成

す
る
基
本
的
な
成
分
で
、
こ
の
成
分
の
バ

ラ
ン
ス
は
健
康
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　
当
院
で
は
こ
の
重
要
な
要
素
を
体
成
分

分
析
装
置
を
使
用
し
て
測
定
し
て
い
ま
す
。

市
販
の
体
脂
肪
計
な
ど
と
は
正
確
度
が
ま

っ
た
く
違
い
ま
す
。 

 

　
測
定
で
き
る
項
目
の
一
部
を
抜
粋
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。 

①
　体
成
分
分
析
・
・
・ 

人
体
の
体
成
分
を
５
つ
（
細
胞
内
・

外
水
分
量
、
タ
ン
パ
ク
質
、
ミ
ネ
ラ

ル
、
体
脂
肪
量
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
を
定
量
的
に
測
定
し
ま
す
。 

②
　体
の
バ
ラ
ン
ス
・
・
・ 

体
重
、
骨
格
筋
量
、
脂
肪
量
か
ら
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
把
握
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。 

③
　肥
満
診
断
・
・
・ 

体
格
指
数
、
体
脂
肪
率
、
ウ
ェ
ス
ト

ヒ
ッ
プ
比
よ
り
、
肥
満
の
タ
イ
プ
を

推
測
し
ま
す
。 

④
　浮
腫
（
む
く
み
）・
・
・ 

全
身
お
よ
び
両
手
両
足
の
む
く
み
の

程
度
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

⑤
　内
臓
脂
肪
断
面
積
・
・
・ 

生
活
習
慣
病
の
原
因
に
結
び
つ
き
や

す
い
お
へ
そ
周
り
の
断
面
の
内
臓
脂

肪
量
を
推
測
し
ま
す
。 

⑥
　体
重
調
節
量
・
・
・ 

測
定
し
た
項
目
に
よ
っ
て
体
成
分
を

考
慮
し
た
適
正
体
重
、
体
重
調
節
量
、

脂
肪
調
節
量
、
筋
肉
調
節
量
等
を
算

出
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
運
動
不
足
や
暴
飲
・
暴
食
に
よ
り
体
内

成
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
生
活
習
慣

病
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
体
成
分
分
析
に
よ
り
現
在
の
体
内
成
分

の
バ
ラ
ン
ス
を
知
る
こ
と
で
、
運
動
や
食

事
に
よ
る
自
己
管
理
に
役
立
つ
と
思
わ
れ

ま
す
。 

 

〜 
５
分
で
分
か
る
体
の
構
成
成
分 

〜 

 

施
設
資
材
課
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
紹
介

注
意
！ 

次
の
方
は
測
定
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
方
は
測
定
で
き
ま
せ
ん
。

・
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

・
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

　
使
用
さ
れ
て
い
る
方

　
使
用
さ
れ
て
い
る
方

・
妊
娠
中
の
方

・
妊
娠
中
の
方

詳
し
く
は
主
治
医
に

詳
し
く
は
主
治
医
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

お
尋
ね
下
さ
い
。

次
の
方
は
測
定
で
き
ま
せ
ん
。

・
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

　
使
用
さ
れ
て
い
る
方

・
妊
娠
中
の
方

詳
し
く
は
主
治
医
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

脚
立
を
片
手
に

脚
立
を
片
手
に
２４
時
間
戦
う
男
達

時
間
戦
う
男
達 

脚
立
を
片
手
に

脚
立
を
片
手
に
２４
時
間
戦
う
男
達

時
間
戦
う
男
達 

脚
立
を
片
手
に
２４
時
間
戦
う
男
達 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
と
は
文
字
ど
お
り
、

電
気
・
水
・
燃
料
・
医
療
ガ
ス
な
ど
を
受
入

れ
、
そ
れ
ら
を
安
全
に
安
定
し
て
院
内
に
供

給
す
る
部
署
で
す
。
　 

　
患
者
さ
ま
に
快
適
に
過
ご
し
て
頂
け
る
よ

う
に
空
調
設
備
の
運
転
管
理
を
は
じ
め
、
受

変
電
設
備
や
非
常
用
自
家
発
電
機
の
運
転
管

理
、
各
種
医
療
ガ
ス
の
手
配
や
貯
蔵
供
給
設

備
等
の
運
転
管
理
、
火
災
等
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
防
災
監
視
盤
の
操
作

な
ど
、
日
々
気
の
抜
け
な
い
業
務

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
員
７
名

に
よ
り
２４
時
間
体
制
で
実
施
し
て

お
り
ま
す
。 

　
年
２
回
実
施
の
医
療
ガ
ス
設
備

点
検
お
よ
び
自
動
火
災
報
知
設
備

点
検
、
更
に
は
年
１
回
の
ビ
ッ
ク

イ
ベ
ン
ト
と
な
る
電
気
設
備
点
検

で
は
電
気
の
必
要
部
署
に
コ
ー
ド

を
張
り
巡
ら
せ
、
補
助
電
源
よ
り

給
電
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
間
、

院
内
が
全
停
電
と
な
る
た
め
電
気

機
器
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
一
時
的

に
使
用
で
き
な
い
な
ど
当
院
を
ご

利
用
頂
く
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
の
他
、
電
球
の
交
換
、
床
下
・
天
井
内

に
も
ぐ
り
込
ん
で
行
う
各
種
配
管
機
器
の
点

検
修
理
な
ど
設
備
が
正
常
に
機
能
す
る
よ
う

日
夜
、
維
持
管
理
（
日
常
点
検
・
月
例
点
検
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
の
地
味
さ
、
部
署

が
地
階
に
あ
る
な
ど
、
あ
ま
り
日
の
当
た
ら

な
い
部
署
で
す
が
縁
の
下
の
力
持
ち
を
自
負

し
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

年齢18歳の若人から54歳の自称若人迄のエネルギーセンタースタッフ

院
内
紹
介
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各
科
外
来
診
察
予
定
表

よく確
かめて

おいで
下さい

平成18.1.4現在

※整形外科の初診は手術の都合により変更する場合があります。
※各担当医師については、急な手術、出張等により代診・休診とさせていただく場合がありますのでご了承ください。

診療科
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

高　橋 大庭（初再診）初　診
第 一 内 科
（呼吸器）

村　井 大　庭

再　診 高橋・村井 高橋・大庭 村　井

喘息外来
広大医師

午後診療
１：３０～３：３０

初　診
８：３０～１１：００

再　診
８：３０～１１：３０
（予約再診を除く）

初　診
８：３０～１１：００
再　診
８：３０～１１：３０

８：３０～１１：００

８：３０～１０：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：３０
（木曜は手術の為休診）

前　田 藤　井初　診
第 一 内 科
（循環器）

國　田 友　弘 小　林

藤井・友弘再　診 前田・友弘 小　林 前田・小林 藤井・國田

午後診療
１：００～３：３０ 関　口 関　口

（第2木曜休診） 関　口

初　診
第 二 内 科
（腎臓）

串畑
倉恒（初再診） 倉　恒 平　林

平林・倉恒再　診 平　林 串　畑

午後診療
１：３０～３：３０

CAPD外来
平林・串畑・倉恒

石田（和）初　診
第 二 内 科
（糖尿代謝）

河　面

金沢・大田再　診 重　光 藤本・大田
奥田 金沢・重光 奥　田

茂　木初再診形 成 外 科 茂　木
創傷・褥瘡ケア外来 茂　木

田　口初再診
脳神経外科

木　下 黒　木 湯　川 湯　川

湯　川再　診 黒　木 田　口 田　口 黒　木

渡初再診呼吸器外科 渡 渡 手術日 片　山

藤　本初　診

産 婦 人 科

内　藤 澤　崎 内　藤 山　本

内藤・澤崎再　診 山本・澤崎 内藤・藤本 藤本・山本 藤本・澤崎

午後診療
２：００～３：００ 予約診療 予約診療

初再診
皮　膚　科

午後診療
３：３０～４：００ 特殊外来

河面・木戸再　診 石田（和）・河面
木戸

石田（和）・河面
木戸石田（和）・河面 石田（和）・木戸

午後診療
１：３０～３：３０ 河　面 石田（和）

小松・浅本初　診第 三 内 科
（消化器）

石田（邦） 徳　毛 大　原 品　川

徳　毛再　診 小松・大原 石田（邦）・品川 小　松 石田（邦）・浅本

中畠・下薗初再診

小　児　科

中畠・古井 下薗・古井 中畠・下薗 中畠・古井

慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

午後診療
２：００～３：００

予防接種
心臓・乳児検診

（1才半から第2・第4火曜）

慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

乳児検診
（要予約）

中光・永田
長谷

初再診外　　　科
角・今村
湯浅

中光・長谷
香山

永田・羽田野
湯浅

角・今村
香山

初　診
心臓血管外科

川　上 望月（慎）清　水 清　水 中尾（達）

再　診 川上・中尾（達）清　水 清　水望月（慎） 中尾（達）・望月（慎）

藤本・重光初　診
整 形 外 科

大　田 金沢・重光 奥　田 金沢・大田

初 診 再 診 午後診療

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬
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小
児
科 

　
　
古
井
　
潤 

　
平
成
９
年
久
留
米
大
学
を
卒
業
後
、
７

年
間
九
州
の
地
で
修
業
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
１６
年
よ
り
広
島
大
小
児
科
に
入
局
し

ま
し
た
。
廿
日
市
は
私
の
生
ま
れ
故
郷
で
す
。

こ
の
町
で
医
師
と
し
て
働
け
る
な
ん
て
夢

の
よ
う
な
こ
と
で
す
。
全
力
を
尽
く
し
て

頑
張
り
ま
す
。 

耳
鼻
咽
喉
科 

　
　
兼
見
　
良
典 

　
昭
和
６３
年
広
島
大
学
卒
業
後
、
耳
鼻
咽

喉
科
医
局
に
入
局
し
、
こ
れ
ま
で
広
島
市
、

尾
道
市
、
今
治
市
、
呉
市
の
病
院
を
転
々

と
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
広
島
逓
信
病
院

よ
り
当
院
へ
着
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
せ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

外
科 

　
　
羽
田
野
　
直
人 

　
１０
月
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

外
科
の
羽
田
野
で
す
。
症
例
数
も
多
く
、

ま
た
優
秀
な
上
級
医
に
も
恵
ま
れ
て
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

麻
酔
科 

　
　
 
小
村
　
智
子 

　
１０
月
よ
り
麻
酔
科
で
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
１２
年
に
愛
媛
大
学
卒

業
後
ず
っ
と
愛
媛
で
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
約
１０
年
ぶ
り
の
故
郷
で
す
。
新
天

地
で
ま
た
初
心
に
か
え
っ
て
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

画
像
診
断
部 

　
　
石
川
　
雅
基 

　
平
成
１２
年
鳥
取
大
学
卒
業
で
す
。
平
成

１７
年
１０
月
よ
り
広
島
総
合
病
院
に
勤
務
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
画
像
診
断
と
Ｉ
Ｖ

Ｒ
を
主
に
し
て
い
ま
す
が
、
専
門
領
域
は

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
頑
張
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
任
Dr
の
紹
介

玄関でご主人様をお迎えするワンちゃん。

今号の ショット 

診療科
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

廣本・稗田初　診
泌 尿 器 科

小深田 望月（英） 廣　本 小深田・稗田

望月（英）再　診 廣本・望月（英） 小深田・廣本 稗田・小深田 望月（英）

二井・胡田初再診眼　　　科 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田

兼　見初　診

耳鼻咽喉科

水　野 兼　見 水　野 水　野

水　野再　診 兼　見 水　野 兼　見 兼　見

午後診療 月曜　アレルギー（３：３０～４：００）　　第2・4月曜　補聴器（１：００～４：００予約制）
（医師は交替制）

今　田初再診歯　　　科 今　田 今　田 今　田 今　田

原田・武田初再診
口 腔 外 科

原田・武田 原田・武田 原田・武田 原田・武田

手術日午　後 外来手術日 手術日 外来手術日 一般外来

初　診

再　診
精神科・心療内科

世木田世木田 世木田 世木田

世木田 世木田 世木田

世木田

松　本初再診
麻　酔　科

中尾（正） 東 松　本 中尾（正）

白石・小村術前診察 松　原 白　石 松原・小村 東

藤川・海地初再診画像診断部 藤川・秦・石川 藤川・石川 藤川・鈴木 藤川・秦

桐生・伊東初再診放射線治療科 桐生・伊東 桐生・伊東 桐生・伊東 桐生・伊東

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：３０

８：３０～１１：００
（再診は11：30まで）

８：３０～１１：００
（再診は11：30まで）

８：３０～１０：３０
（予約制）

完全予約制

８：３０～１１：００
（再診は11：30まで）
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皆
さ
ん
は
な
ぜ
今
の
仕
事
を
選
ば

れ
ま
し
た
か
、
周
囲
の
看
護
師
に
聞

い
て
み
ま
し
た
。
な
ぜ
看
護
師
に
な

ろ
う
と
思
っ
た
の
か
と
。
２
年
目
の

Ａ
看
護
師
「
叔
母
や
従
姉
妹
に
看
護

師
が
い
た
か
ら
。
学
生
時
代
は
選
択

を
間
違
え
た
か
と
思
っ
た
が
、
今
は

長
く
続
け
る
理
由
が
わ
か
る
。」
そ

う
で
す
。
４
年
目
の
Ｂ
看
護
師
「
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
を
観
て
看
護
師
っ
て
い

い
な
と
思
っ
た
。
ま
た
、
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
で
患
者
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
て
い

る
看
護
師
の
姿
を
見
て
な
り
た
い
と

思
っ
た
が
、
現
実
は
想
像
以
上
に
大

変
だ
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。
１３
年

目
の
Ｃ
看
護
師
「
Ｏ
Ｌ
は
い
や
だ
っ

た
。
美
容
師
か
看
護
師
と
思
っ
た
が
、

母
が
看
護
師
だ
っ
た
の
で
違
和
感
が

な
か
っ
た
。」
な
ど
動
機
は
様
々
で

し
た
が
、
ど
の
看
護
師
も
こ
の
仕
事

を
生
き
生
き
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
で
は
、
私
自
身
の
動
機
に
つ
い
て

少
し
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
新
年
を
迎
え
、
我
が
家
の
お
正
月

は
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
元
旦
が
父

の
命
日
だ
か
ら
で
す
。
父
は
、
私
が

３
歳
の
元
旦
に
私
と
母
の
傍
で
就
寝

中
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
心
筋
梗
塞

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
私
に

は
そ
の
時
の
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
焼
い
ち
ゃ
い
け
ん
。
焼
い
ち
ゃ
い

け
ん
。」
と
大
泣
き
し
弔
問
に
来
ら

れ
た
方
々
の
涙
を
誘
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
私
に
と
っ
て

父
の
思
い
出
は
、
兄
や
姉
の
昔
話
と

写
真
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
父
の
生
前
の
仕
事
が
精
神
科
の
看

護
助
手
で
し
た
。
父
の
記
憶
が
な
い

私
は
「
同
じ
仕
事
に
就
き
た
い
」
と

い
う
思
い
が
あ
り
看
護
師
を
こ
こ
ろ

ざ
し
ま
し
た
。
こ
の
な
り
た
い
と
い

う
思
い
は
強
く
、
小
学
校
低
学
年
で

将
来
の
夢
と
し
て
必
ず
看
護
師
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
時
が
経
ち
看
護
学
生
時

代
に
、
一
人
の
患
者
さ
ま
と
の
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。
６０
歳
代
の
女
性

で
、
夫
・
子
供
は
な
く
姉
妹
に
支
え

ら
れ
て
闘
病
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ

た
Ａ
さ
ん
は
、
末
期
癌
の
患
者
さ
ま

で
し
た
。
下
肢
は
パ
ン
パ
ン
に
脹
れ
、

全
身
に
痛
み
が
あ
る
中
で
自
分
の
力

で
ト
イ
レ
に
い
く
事
を
決
し
て
譲
ら

ず
、
い
つ
も
Ａ
さ
ん
ら
し
さ
を
大
切

に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
生
で
な
に

も
で
き
な
い
私
達
で
し
た
が
、
Ａ
さ

ん
と
病
棟
側
の
許
可
も
得
ら
れ
て
３

ク
ー
ル
続
け
て
受
け
持
ち
を
さ
せ
て

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
自
分
達

な
り
の
継
続
看
護
に
目
を
向
け
な
が

ら
可
能
な
限
り
ベ
ッ
ト
サ
イ
ド
に
足

を
運
び
ま
し
た
。
何
の
力
に
も
な
れ

な
い
私
達
で
し
た
が
、
Ａ
さ
ん
の
話

を
聴
き
同
じ
時
間
を
過
ご
す
事
が
大

切
と
思
い
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
学
生
よ
が
り
の
計
画
も

あ
り
Ａ
さ
ん
に
負
担
を
か
け
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
Ａ
さ
ん
の
や
さ
し

さ
に
支
え
ら
れ
実
習
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
看
護
の
道
に
足
を

踏
み
入
れ
た
ば
か
り
の
私
達
で
し
た

が
、
心
を
通
わ
す
事
の
大
切
さ
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
経
験
で

し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
な
が
ら
も
、

看
護
師
と
な
っ
て
か
ら
は
忙
し
さ
に

振
り
回
さ
れ
る
毎
日
と
な
り
、
心
を

通
わ
す
と
い
え
る
状
況
は
な
か
な
か

見
出
せ
ず
に
い
ま
し
た
。
入
院
さ
れ

る
患
者
さ
ま
の
多
く
が
「
看
護
師
さ

ん
の
お
仕
事
は
大
変
で
す
ね
」
と
言

わ
れ
ま
す
。
新
人
の
頃
は
そ
の
言
葉

を
素
直
に
受
け
止
め
「
そ
う
な
ん
で

す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

患
者
さ
ま
の
本
当
の
気
持
ち
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押

し
て
も
、
用
事
を
頼
ん
で
も
直
ぐ
に

対
応
し
て
く
れ
な
い
看
護
師
に
対
し

て
の
不
満
の
声
は
な
い
で
す
か
。
最

近
は
患
者
さ
ま
か
ら
「
大
変
ね
」
と

い
う
言
葉
を
聴
く
と
、「
忙
し
す
ぎ

て
大
変
だ
か
ら
頼
め
な
い
」
と
い
う

思
い
を
抱
か
せ
て
し
ま
っ
て
い
な
い

か
と
心
配
に
も
な
り
ま
す
。
患
者
さ

ま
の
思
い
に
気
付
け
る
看
護
師
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

看
護
科
　
村
中
　
好
美 

１
．
あ
な
た
は
、
個
人
的
な
背
景
の
違
い

や
病
気
の
性
質
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

２
．
あ
な
た
は
、
医
療
の
内
容
、
そ
の
危

険
性
お
よ
び
回
復
の
可
能
性
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
十
分
な
納
得
と
同
意
の

う
え
で
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

３
．
あ
な
た
は
、
今
受
け
て
い
る
医
療
の

内
容
に
つ
い
て
ご
自
分
の
希
望
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

４
．
あ
な
た
の
医
療
上
の
個
人
情
報
は
保

護
さ
れ
ま
す
。 

５
．
あ
な
た
に
研
究
途
上
に
あ
る
治
療
を

お
す
す
め
す
る
場
合
に
は
、
治
療
の
内

容
や
従
来
の
治
療
方
法
と
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
十
分
な
説
明
を

し
ま
す
。 

１
．
安
心
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
す
べ
て

の
人
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
の
実
現
に
努

め
ま
す 

２
．
親
切
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
和
と
思

い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
ま
す 

３
．
身
近
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
地
域
に

密
着
し
た
医
療
と
健
康
的
な
生
活
の
提

供
に
努
め
ま
す 

４
．
立
派
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
最
新
の

知
識
と
技
術
を
習
得
し
良
質
な
医
療
の

提
供
に
努
め
ま
す 

J
A
広
島
総
合
病
院
基
本
理
念

患
者
さ
ん
の
権
利
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皮
膚
の
保
湿
の
し
く
み
と
乾
燥
肌
の

状
態
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
乾
燥
肌
と
は
、
皮
膚
の
脂
が
減
る
こ
と
に

よ
り
皮
膚
の
水
分
が
減
少
し
て
、
乾
燥
を
生

じ
て
し
ま
っ
た
皮
膚
の
こ
と
で
す
。
人
間
の

皮
膚
の
構
造
は
表
面
か
ら
〈
表
皮
〉〈
真
皮
〉

〈
皮
下
組
織
〉
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
皮
膚

の
乾
燥
は
〈
表
皮
〉
の
表
面
に
あ
る
角
層
の

水
分
量
の
低
下
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
に
角
層
の
水
分
量
は
１５
〜
２０

％
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
１０
％
以
下
に

な
る
と
乾
燥
肌
と
言
わ
れ
る
状
態
に
な
り
ま

す
。
角
質
の
水
分
の
保
持
能
を
左
右
す
る
も

の
は
①
皮
脂
膜
、
②
角
質
細
胞
間
脂
質
、
③

天
然
保
湿
因
子
の
３
つ
の
物
質
（
図
１
）
が

あ
り
ま
す
が
、
特
に
②
、
③
の
影
響
が
大
き

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
皮
脂
膜
と
は
、
皮

脂
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
た
皮
脂
が
汗
な
ど
と
混

ざ
り
合
っ
て
膜
を
作
っ
た
も
の
で
す
。
角
質

細
胞
間
脂
質
と
は
セ
ラ
ミ
ド
を
主
成
分
と
し
、

角
層
細
胞
と
角
層
細
胞
の
す
き
間
を
埋
め
て

い
る
脂
で
、
角
質
細
胞
間
に
水
分
を
蓄
え
る

作
用
が
あ
り
ま
す
。
天
然
保
湿
因
子
と
は
、

角
質
層
に
あ
る
低
分
子
の
ア
ミ
ノ
酸
や
塩
類

な
ど
で
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
　
モ
イ
ス
チ
ャ
ー
ラ

イ
ジ
ン
グ
　
フ
ァ
ク
タ
ー
と
も
い
わ
れ
、
水

分
を
つ
か
ま
え
て
離
さ
な
い
性
質
を
持
っ
て

い
ま
す
。 

ど
の
よ
う
な
人
が

　
皮
膚
が
乾
燥
し
や
す
い
で
す
か
？

ま
た
皮
膚
が
乾
燥
し
て
く
る
と

　
ど
の
よ
う
な
症
状
が
あ
り
ま
す
か
？

　
前
項
で
述
べ
た
セ
ラ
ミ
ド
や
天
然
保
湿
因

子
は
加
齢
と
と
も
に
減
少
し
て
く
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
加
齢
が
乾
燥
肌
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
男
女
差
で
は
男
性
の
症
状

が
早
く
出
や
す
い
傾
向
が
あ
り
、
５０
歳
以
上

の
男
性
の
半
数
に
は
乾
燥
肌
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
患

者
さ
ま
に
お
い
て
は
、
角
質
細
胞
間
脂
質
の

減
少
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
小
児

期
か
ら
で
も
皮
膚
の
乾
燥
を
来
た
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
と
し
て
は
、
遺
伝
的
に
皮
膚

の
正
常
構
築
が
で
き
ず
、
乾
燥
症
状
を
呈
す

る
疾
患
も
あ
り
ま
す
。
乾
燥
症
状
の
生
じ
る

部
位
と
し
て
は
、
下
腿
伸
側
が
多
く
、
側
腹

部
や
腰
部
、
大
腿
部
も
乾
燥
し
や
す
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
皮
膚
が
乾
燥
し
て
く
る
と
、

そ
の
皮
膚
は
光
沢
を
失
い
、
白
く
粉
を
ふ
い

た
よ
う
な
角
質
の
は
が
れ
が
見
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
増
悪
し
て
く
る
と
亀
裂
も
生
じ
、
自

覚
症
と
し
て
か
ゆ
み
も
出
現
し
ま
す
。
乾
燥

の
増
悪
に
よ
り
か
ゆ
み
も
増
悪
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
状
態
は
、
冬
場
に
増
悪
し
、

夏
場
に
は
改
善
し
ま
す
。
こ
れ
は
冬
季
に
は

大
気
の
温
度
が
下
が
り
、
湿
度
も
低
下
し
て

角
質
か
ら
水
分
が
奪
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
さ

ら
に
室
内
の
過
度
の
暖
房
な
ど
に
よ
っ
て
も

拍
車
が
掛
け
ら
れ
ま
す
。 

皮
膚
の
乾
燥
に
対
す
る
対
応
は
？

　
一
言
で
い
う
と
ス
キ
ン
ケ
ア
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
入
浴
（
薬
浴
）、
保
湿
外
用

剤
の
使
用
な
ど
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
入
浴
は
日
々
行
う
も
の
で
あ
り
、
保
湿

効
果
の
あ
る
入
浴
剤
を
使
用
す
る
ほ
う
が
、

乾
燥
肌
の
改
善
に
は
望
ま
し
い
で
す
。
入
浴

時
は
水
分
で
角
層
が
潤
っ
て
お
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
角
層
の
経
皮
吸
収
が
増
加
し
、
入
浴

剤
中
の
保
湿
成
分
が
各
層
に
入
り
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
各
層
の
水
分
保
持
能
が
高
ま
り

ま
す
。
軽
度
の
乾
燥
肌
の
人
で
は
、
こ
れ
で

改
善
が
見
込
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
乾

燥
の
強
い
人
は
、
入
浴
後
に
保
湿
剤
の
外
用

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
石
鹸
は
皮
膚
の

汚
れ
を
取
る
た
め
に
も
使
っ
た
方
が
よ
い
の

で
す
が
、
や
わ
ら
か
い
タ
オ
ル
な
ど
で
体
を

洗
う
方
が
よ
い
で
す
。
ま
た
、
乾
燥
肌
用
の

石
鹸
も
あ
り
ま
す
。
入
浴
後
の
角
質
の
水
分

量
は
、
入
浴
後
１０
分
で
は
か
な
り
角
質
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
２０
分
後
で
は
元
に
戻
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
入
浴

後
の
保
湿
外
用
剤
の
外
用
は
、
入
浴
後
１０
分

で
、
遅
く
と
も
２０
分
以
内
に
は
、
下
腿
伸
側

や
側
腹
部
、
腰
部
、
大
腿
部
と
い
っ
た
乾
燥

の
生
じ
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
外
用
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ

う
な
保
湿
剤
を
使
用
し
て
い
く
か
で
す
が
、

保
湿
剤
の
主
要
成
分
と
し
て
は
、
表
１
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
水
分
保
持
能
で
は

ワ
セ
リ
ン
以
外
に
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
尿
素

で
は
、
皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
を
低
下
さ
せ
た

り
、
傷
が
あ
っ
た
ら
し
み
る
と
い
っ
た
特
徴

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
方
法
を
使

う
に
せ
よ
、
自
分
に
あ
っ
た
も
の
を
使
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
も
し
皮
膚
に
合
わ
な
か
っ

た
ら
使
用
後
か
ら
症
状
が
増
悪
し
て
く
る
可

能
性
も
あ
り
、
そ
の
際
は
専
門
医
の
受
診
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。 

表皮 

角質層 
かくしつそう 

顆粒層 
 か りゅうそう 

有棘層 
ゆうきゃくそう 

基底層 
 き ていそう 

 ひ  し  まく 

皮脂膜 

てんねん ほ しついん し 

天然保湿因子 

かくしつさいぼうかん し しつ 

角質細胞間脂質 

かくしつさいぼう 

角質細胞 

皮脂腺（皮脂を分泌する） 
 ひ し せん 

角質軟化 
作 用  

バリア
機 能  

水分保持 
作 用  

増加 増加 増加 

増加 減少 増加 

不変 不変 増加 

増加 不変 不変 

不変 不変 増加 

セラミド 

尿 素  

ヘパリン 
類似物質 

ワセリン 

ビタミンＥ 
配 合  

図１ 

表１ 

北
風
が
ピ
ュ
ー
っ
と
吹
く
と
 

体
が
か
ゆ
く
な
る
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
は
皮
膚
科
の
森
川
D
ｒ
に
 

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

回
答
者 

　
皮
膚
科 

　
　
主
任
部
長
代
理
　
森
川
　
博
文 

〜
　乾
燥
肌
に
つ
い
て
 〜

シ
リ
ー
ズ

Q

A

&

病

気

の

皆
さ
ん
の
知
り
た
い
身
近
な
病
気
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
取
り
上
げ
ま
す
。

健
康
管
理
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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リハビ
リコーナー

No.3

腰を守ろう！ 
～腰痛体操～ 
腰を守ろう！ 
～腰痛体操～ 

　今回のテーマは腰痛の方の体操についてです。 
　腰痛の分類にはいくつかありますが、今回は運動時の腰痛を二つに分け、それぞれの障害型に
よる体操の一例を紹介したいと思います。また、再発予防の体操も紹介しますので無理なく続け
て皆さん腰を守りましょう！ 
 

腰痛の障害型  

　・前屈障害型腰痛：体を前に倒すと痛いタイプ（不良な姿勢や動作の継続が原因になりやすい）
　・後屈障害型腰痛：体を後ろにそらすと痛いタイプ
　　　　　　　　　   （変形性脊椎症、激しい運動による脊椎障害などが原因になりやすい）　 

※注意点 
○体操は腰の痛みが軽くなってから行いましょう。 
○痛みのない範囲でゆっくりと呼吸しながら体操を行いましょう。 
○腰の痛みが強い場合、長く続く場合、運動や感覚に障害（しびれなど）がある場合は、まずは
　整形外科を受診してください。 

※次回は「膝の痛み」をテーマに変形性膝関節症の方に対して行われる運動を紹介したいと思います。

どう体を動かすと痛いですか？

●腰部伸展（腰痛がない場合） ●壁押しによる腰椎の他動的伸展

●スクワット
（前屈・後屈障害腰痛、
　両方のための体操）

○前屈障害型腰痛のための腰痛体操　腰椎を伸ばす運動 

●CAT/CAMEL（ネコとラクダ）

○再発予防のための腰痛体操　スクワット、CAT/CAMEL（ネコとラクダ）などの筋力トレーニング 

●四つ這い運動
四つ這い姿勢から、上下肢の支持をはずすと体幹に回旋負荷が加わる。 
この体幹への回旋負荷に抗して筋力訓練を行う 

腰背部のストレッチと脊柱の可動性を出す。骨盤・腰背部を意識して上下に軽く動かす 

長時間の立位作業後などには、特に緊張感を感じやすい部分である 
●腰背部のストレッチ

a.四つ這い運動 b.上肢拳上 c.下肢拳上 

○後屈障害型腰痛のための腰痛体操　四つ這い運動、両膝かかえ、片膝かかえ運動 

a.片膝かかえ： 
　膝をかかえるとき、膝
を反対側に倒しながら
かかえると腰背部の伸
びをを感じやすい 

b.両膝かかえ 




